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持続可能な回復を狙った動きとして、フランス政府によるエールフランスへの国家援

助に付帯した条件（短距離路線の削減や二酸化炭素排出量の削減）がまさに当ては

まる。こういった動きは、「グリーンリカバリー（Green Recovery）」として国際的に提唱

されている 7。その他にも、従業員により配慮した事業運営も今後ますます求められて

いくだろう。テレワークや在宅勤務といった、特に日本人社会にはなじみの薄かった

労働スタイルが瞬く間に広まり、ワークスタイルの変化や多様化に対応しなければな

らない企業が続出する一方、航空業界は、リモートだけでは職務を遂行するのが困

難な「現場」を多く抱える業界でもある。身体的にも精神的にも健康な状態を維持して

現場の従業員を守るために取り組まなければならないことが必ず増えるはずである。

このような環境や労働への配慮が、ひいては投資家の投資活動にも影響を及ぼすこ

とにもなろう。ESG を重視しない経営ではもはや企業として生き残れなくなっていくこと

が想定される。 

世の中から新型コロナウイルスが死滅するということはもはや起こり得ない。しかし

ながら、世界中で国境を封鎖し、都市を封鎖し、移動を制限し、経済活動を止めてま

で感染拡大を抑え込み、そしてようやくワクチンが開発され、摂取され始め、再び人類

が前を向けるようになってきた。いつかは終息する日が来ると信じるが、それは「終わ

り」ではなく「はじまり」である。その「はじまり」がいざ訪れた時、先に述べた変化を日

本が意識し、適切な行動に移せないのだとしたら、間違いなく欧米に立ち遅れること

になるだろう。そうならないために、そしてこれまで以上に日本が国際社会において存

在感を発揮するためにも、関係者の連携による時宜を得た取組みの推進を期待す

る。 

 

 
（https://www.cnn.com/2020/09/21/business/airbus-zero-emissions-plane/index.html） 
7 国際通貨基金（IMF）ウェブサイト（https://www.imf.org/en/Topics/climate-change/green-recovery） 

経済協力開発機構（OECD）ウェブサイト（http://www.oecd.org/coronavirus/en/themes/green-recovery） 
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